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一

『
入
出

二
門
偶
』

の

一
心

親
攣
の
著
作
に
は
、

一
念
よ
り

一
心
の
方
が
や
や
前
面

に
出

て

い

る
。
親
鷺
に
お
け
る

言
心
の
出
典
は

『
浄
土
論
』
の

『願
生
偶
』
で
あ

る
。

そ
の
偶
文
の
第

一
句
の

「
世
尊
我

一
心
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
所
謂

「論
主
の

一
心
」
で
あ
る
。
親
鷺
は
世
親

『
浄
土
論
』
と
曇
鷺

『浄
土

論
註
』
に
感
銘
し
て
い
る
。
然
し
親
鷺
が
本
願
念
仏
の
根
拠
と
す
る
本

願
文
と
本
願
成
就
文
は
、

一
念

(十
念
)
を
語
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の

た
め
親
鷺
は
、
初
め
は

一
心
が
申
心
で
あ

っ
た
が
、
後
に

一
念
と
の
関

係
を
考
え
る
に
致
り
、
遂
い
に

一
心
と

一
念
の
同
等
性
に
達
す
る
に
致

っ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
過
程
を
追

っ
て
見
る
。

先
づ
親
鷺
の
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る

『
入
出
二
門
偶
』
を
見
る
。

題
名
の
通
り
世
親

『
浄
土
論
』
の
五
念
門
の
入
四
門
と
出
第
五
門
を
曇

鷺

・
道
緯

の
目
を
通
し
、
そ
の
上
に
自
己
の
本
願
観
を
樹
立
し
よ
う
と

す
る
意
欲
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
「
一
心
帰
命
不
可
思
議
光
如
来
」

「
一
心
専
念
速
満
足
」
「
一
心
専
念
願
生
彼
」
「
以
斯
信
心
名

一
心
」
「
一

心
淳
心
名
如
実
」
の
五
句
で
あ
る
。

い
つ
れ
も
阿
弥
陀
如
来
に
対
す
る

称
名
念
仏
の
在
り
方
を

「
論
主

一
心
」
に
よ

っ
て
述

べ
て
い
る
。
「
世

尊
我

一
心
、
帰
命
尽
十
方
無
磯
光
如
来
、
願
生
安
楽
国
」
は
、
親
黛
に

と
っ
て

「
世
親
の
心
」
の
全
て
で
あ

っ
た
。

こ
の
段
階
で
は

「
世
親
の

心
」
に
共
感
し
、
そ
の
心
を
整
理
す
る
目
的
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
然
し
、
先
に
あ
げ
た
五
句
の
中
の
二
句
は
、

一
心
専
念
と
な

っ
て

い
る
。

一
心
は
信
、
専
念
は
行
と
い
う
の
が
親
鷲
の
解
釈
で
あ
る
が
、

『
二
門
偶
』
の
場
合
は

言
心
と
専
念
が
果
し
て
信
と
行
と
い
う
よ
う
に

分
別
さ
れ
て
い
た
か
定
か
で
な
い
。

一
心
は
無

二
の
心
で
、
専
念
は
単

に
想
念
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。

二

『
愚
禿
砂
』

の

一
心
と

一
念

『
愚
禿
鋤
』
上
巻

の
最
後
に

『観
経
疏
』
の

『
帰
三
宝
偶
』
の
十

一

句
が
あ
る
。
そ

の
中
に

「
相
応

一
念
後
」
が

あ
る
。
続

い
て

『
願
生

偶
』
の
八
句
が
あ
る
。
そ
の
中
に

「
世
尊
我

一
心
」
が
あ
る
。

こ
の

一

念
と

一
心
の
関
係
は
こ
こ
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
次
の

『
愚
禿
鋤
』
下
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巻
は
善
導

の

「
三
心
釈
」
の
抜
粋
で
あ
る
。
『観
経
』
三
心
の
深
心
釈

の
抜
粋
の
中
に
、
五
正
行
に
対
す
る

一
心
が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
正
行

に

一
心
専
念
す
る
こ
と
を
念
頭
に
し
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
続

い
て
五
正
行
を
正
定
業
と
助
業
に
分
け
、
正
定
業
を

「
一
心
専
念
弥
陀

名
号
」
と
し
、
次

の
廻
向
発
願
心
釈

の
項
で
は

「
二
河
喩
」
の
中

の

「
一
心
正
念
」
の
解
釈
を
述

べ
て
い
る
。
「
一
心
」
と

「専
念
」
及

び

「
一
心
」
と

「
正
念
」
の
思
索
は
、

一
心
と

一
念
の
関
係
を
近
づ
け
る

契
機
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
親
鷺
は
未
だ
こ
れ
に
気
付
く
に
は

致

っ
て
い
な
い
。
『
入
出
二
門
偶
』
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
『
愚
禿
砂
』

で
は

一
心
と

一
念
の
間
の
関
係
の
萌
し
を
示
し
た
に
止
ま
っ
て
い
る
。

三

『
文
類
聚
鋤

』

の

一
心
と

一
念

『
文
類
聚
砂
』
前
半
の

「行
の
項
」
に
お
い
て
本
願
成
就
文
を
引
用

し
て
い
る

が
、
そ
の
文
中

の

「乃
至

一
念
」
に

つ
い
て
は
専
念

・
一

声

・
称
名

・
憶
念

・
正
念

・
正
業
と
い
っ
て
い
る
か
ら

「
一
念
」
は
称

名
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、
名
号
を
聞

い
て
歓
喜
し
て
次
の
称
名
行

為
に
移
る
時
間
的
瞬
間
を
意
味
す
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

い
つ
れ
に
し

て
も

『
聚
砂
』
前
半
の

一
念
の
解
釈
は
行

一
念
に
止
ま
り
信

一
念
に
は

及
ん
で
い
な
い
。

一
心
に
つ
い
て
は

『願
生
偶
』
の

「我

言
心
」
即
ち

「論
主
の

一
心
」
の
引
用
は
あ
る
が
、
そ
の
考
察

は
な

い
。
『
聚
鋤
』

後
半
は
本
願
三
心
の
釈
で
あ
る
。
目
的
は
本
願
三
心
と
論
主

一
心
と
の

関
係
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
従

っ
て
三
心
即

一
心
釈
と
言
う
べ
き
か

も
知
れ
な
い
。
こ
の
釈
文
は
本
願
三
心
の
中
か
ら
清
浄
真
実
疑
蓋
無
雑

を
理
由
と
し
て
、

一
心
を
引
出
し
て
い
る
。
か
く
し
て
本
願
三
心
の
そ

れ
ぞ
れ
に
内
在
す
る
の
は
無
疑
の

一
心
で
あ
る
と
し
て
三
心
即

一
心
釈

を
結
ん
で
い
る
。

こ
の
三
心
即

一
心
の
結
論
に
引
続

い
て

『
散
善
義
』

の
「
三
心
釈
」
の
中
の
「
一
心
正
念
直
来
」
と
い
う
如
来
招
喚
の
声
を
取

り
上
げ
て
そ
の
解
釈
を
述
べ
て
、
三
心
即

一
心
を
再
確
認
し
て
い
る
。

そ
し

て

「
三
心

一
異
釈
」
を
展
開

し
、
二

心
専
念
弥
陀
名
号
」

の
心

相
か
ら

一
心
即
信
心
、
専
念
即
正
業
を
引
出
し
て
い
る
。
即
ち

一
心
は

信
心
で
あ
り
、

一
念
は
称
名
で
あ
る
。

一
心
と

一
念
は

一
応
別
概
念
で

あ
る
。
「往
相
の
心
行
」
と
言
っ
た
場
合

の

「
心
行
」
の
心
は

一
心
で

あ
り
、
行
は

一
念
で
あ
る
。
従

っ
て

『
聚
砂
』

で
心
行
と
い
う
の
は
、

善
導

の

一
心
専
念

・
専
心
専
念
ま
た

一
心
正
念

と
同
義
で

一
心

一
念
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
『教
行
信
証
』
で
は
行
信
と
な
る
。
『
聚
紗
』
の
思

索
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

四

『
教
行
信
証
』

の

一
心
と

一
念

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、

一
心
と

一
念

の
関
係
は
明
確
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
念
の
扱

い
が

『
聚
砂
』
と
異

っ
た
面
が
あ

る
。
『
聚
砂
』
で
は

一
念
は
行
信
未
分
化
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む

し

ろ
行

一
念
の
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
『教
行
信
証
』
で
は

『
行
巻
』
は

行

一
念
、
『
信
巻
』
は
信

一
念
と
使

い
分
け
て

い
る
。

一
心
と

一
念

の

関
係
は

『
信
巻
』
で
は
、
論
主

一
心
と
願
成
就

一
念
は
同
義
で
あ
る
と

親
鷺
に
お
け
る

一
心

と

一
念

(
石

原
)
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親
鷺
に
お
け
る

一
心
と

一
念

(
石

原
)

考
え
ら
れ
て
い
る
。
一二
心

一
心
釈
に
お
い
て
本
願
三
心
は
、
疑
蓋
無
雑

を
理
由
と
し
て
真
実
の

一
心
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。
次
に
信
楽

一

念
を
本
願
成
就
文
か
ら
引
出
し
、
善
導
の

一
心
専
念

・
専
心
専
念
を
仲

介
と
し
て
成
就
文
の
再
検
討
を
し
て
い
る
。
論
主

一
心
と
成
就

言
念
の

関
係
は
、
成
就

一
念
の
分
析
に
よ

っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
成
就

一
念

は

「
二
心
な
き

一
心
」
と
い
う
の
が

言
念
即

一
心
の
根
拠
で
あ
る
。

こ

れ
を
願
成
就

一
念
の
釈
に
ま
と
め
て
い
る
。
然
し
、
こ
の
釈
の
中
に
は

曇
轡
 
・
道
紳
の

「
三
信
」
の
思
索
が
影
と
し
て
入
っ
て
い
る
と
思
え

る
。
そ
れ
は
既
に

『
聚
砂
』
の

「
一
心
正
念
」

の
釈
の
中
に
見
ら
れ
、

『念
仏
偶
』
に
は

「三
信
相
応
是

一
心
」
と
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
然

し
、

こ
の

「三
信
」
は
淳
心

・
言
心

・
相
続
心
の
三
心
で
あ
る
か
ら
本

願
三
心
で
は
な
い
。
と
は
言
え
こ
れ
は
本
願
三
心
即
論
主

一
心
へ
の
思

索
と
無
関
係
で
あ

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
淳

・
一
・
相
続
の
三
心
が

一

心
に
集
約
さ
れ
る
と
言
う
発
想
が
、
本
願
三
心
の
中
に
疑
蓋
無
雑
な

一

心
を
見
出

す
と
言
う
発
想
に
共
通
面
を
持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
願
成
就
の

一
念
は

「
信
心
二
心
な
き

一
心
」
と
言
う
解
釈
を

経
て

「
一
心
」
と
言
う
意
味
に
切
り
替
え
ら
れ

て
い
る
。
『
聚
砂
』
で

は
行

一
念

で
あ

っ
た
の
が
、
『信
巻
』
で
は
信

一
念
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
論
主

一
心
即
願
成
就

一
念
と
い
う
関
係
は
成
立
し
た
。

で
は

『
行
巻
』
の
行

一
念
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
そ
れ
は

『
行

巻
』
で

「
弥
勒
付
属
の
文
」
の
中
の

一
念
と
解
釈
す
る
こ
と
で
落
着
し

て
い
る
。
信

一
念
が
信
心
歓
喜
の

一
念
で
あ
り
、
行

一
念
は
踊
躍
歓
喜

の

一
念
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
「
三
心
即

一
心
釈
」
に
お
い
て
、
最
初

は
本
願
三
心
と
論
主

一
心
の
総
合
が
目
的
で
あ

っ
た
。
,成
就

一
念
は
こ

の
段
階
で
は
行

一
念
の
意
味
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
本
願
三
心
と
本
願

成
就
文
と
の
直
接
的
関
係
を
求
め
る
段
に
至
り
、
成
就

一
念
は
信

言
念

の
意
味
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
行

一
念

の
根
拠

は
本
願
成
就
文
を
離

れ

て
、
弥
勒
付
属
文
の
言
念
に
求
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
『聚
砂
』
に
お

い
て
は
本
願
成
就
文
と
弥
勒
付
属
文
の
い
つ
れ
も
行

一
念
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
。
『教
行
信
証
』
に
お
い
て
始
め
て
信

一
念
が
成
立

し
た
。

そ
れ
に
よ

っ
て
願
成
就
文

・
弥
勒
付
属
文

の
二
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『信

巻
』
と

『
行
巻
』
に
そ
の
所
属
を
分
け
た
。

五

『
三
経
往

生
文
類

』

の

一
心
と

一
念

『
教
行
信
証
』
に
致

っ
て
、

一
念
は
行
と
信
と
に
分
化
し
、

一
心
は

信

一
念
の
こ
と
に
な
っ
た
。
然
し

『
三
経
往
生
文
類
』
(広
本
)
に
お
い

て
は
、
諸
仏
称
名
願
成
就
文
と
本
願
成
文
と
を
分
け
な
い
形
の
ま
ま
に

し
て
、
こ
れ
を

「称
名
信
楽
悲
願
成
就

の
文
」
と
名
銘
し
て
い
る
。
「
行

信
の
願
成
就
の
文
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
行
信
総
合
の
立
場
に
な

っ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
「成
就

の
一
念
」
は

「
行

の

一
念
」
と

「信

の

一

念
」
の
二
義
を
持

つ
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

又
、
論
主

一
心
は
出
て
い

な
い
。
『
三
経
往
生
文
類
』
は

『
浄
土
三
部
経
』
の
範
囲
内

で

の
親
鷺

の
思
索
の
ま
と
め
で
あ
る
か
ら
、
論
主

一
心
は
出
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(祖
父
江
高
校
教
諭
)
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